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健康診断とは

健康診断とは、診察および各種の検査で健

康状態を評価することで健康の維持や疾患

の予防・早期発見に役立てるものである。



探究の背景

出雲市民の約4割の人しか

健康診断を受けていない



出雲市の現状
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探究の目的・意義

健康診断に行く人を増やし、

自分の健康管理をしっかりしてもらう。

早期発見・早期治療



病気になってから後悔しないように
定期的に健康診断を受けてほしい︕

全世代の健康を守りたい︕



秋のフォーラム前の内容
・保健師さんの話

・テーマ設定

・島根県立大学 出雲キャンパスへ行き、

探求計画書の発表 (助言をいただく）

・健診を受ける人を増やすにはどうすればいいか

話し合い



秋のフォーラム後の計画

•ポスターの掲示（駅、店…）

•わがとこ放送で呼びかけ

•対面での呼びかけ

•健康診断に来てくれた方にお菓子を配る
（できたら）



秋のフォーラム後の活動内容

・健康診断へ行くように勧めるポスター作成

・「株式会社 あしたの為のデザイン」

布野カツヒデ様のアドバイスをいただく。

・ポスターの掲示のお願い

・ポスターの掲示



ポスターの作成過程

「株式会社 あしたの為のデザイン」

布野カツヒデ様のアドバイス

・具体的な例を入れる。

・ビジュアルの再考。

・伝えたいことを決める。



アドバイスを貰う前のポスター



改善後のポスター

グラフを入れた理由

目標の値よりも来る人の割合が
低いという現状を知り、健康診

断を受ける人が増えて、
早期発見・早期治療につなげて

ほしいから



気づき

・文字の配置や大きさ

・言葉

・デザイン

ポスターを見る人の
視点を考えて製作
することが大切。



工夫した点

・シンプルにして、伝えたいことを

伝わりやすいようにした。

・写真を入れて目を引き付けるようにした。



掲示した場所

•グッティー ・ViVA

•ラピタ ・今村耳鼻科

•しまむら ・メモリー



活動の発見、気付き
•健康診断を受ける人が少ない

•健康診断を受けることで早期発見・早期治
療ができ、健康増進にも繋がる

•健康診断を受けることで自分も家族や親せ
きなど身近な人も安心できる



活動を通して

•出雲市の現状を知ることができた。

•ポスターを作成するコツが分かった。

•物事を多角的に見ることができるようになった。
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・ラピタ平田店様

・しまむら平田店様

・グッティー平田店様

・ⅤiVA平田店様

・今村耳鼻科様

・メモリー様



ご清聴ありがとうございました。


